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要約 : うどんこ病の発生が未記録のアメリカイヌホオズキでうどんこ病の発生が認められた また ワサビ
ダイコン タチアオイ ヒメコスモス ハマナスでは国内で同病の発生が知られていないが本研究により発
病が観察され さらに すでに Sphaerotheca属菌のアナモルフが発生するとされているパンジでは記録
と異なるうどんこ病菌を検出した 本研究ではこれらの病原菌の形態的特徴を精査し , -の宿主上の菌に
ついては寄生性も調べて以下のように同定した
+ ワサビダイコン Armoracia rusticana アブラナ科 うどんこ病菌 : Erysiphe cruciferarumの分生子
時代
, タチアオイ Alcea rosea アオイ科 菌 : E.orontiiの分生子時代
- パンジ Violawittrockiana スミレ科 菌 : Oidium violae
. ヒメコスモス Brachycome iberidifolia キク科 菌 : Oidium citrulli
/ ハマナス Rosa rugosa バラ科 菌 : Oidium leucoconium
0 アメリカイヌホオズキ Solanum americanum ナス科 菌 : Oidium sp.
キワド : うどんこ病菌 新宿主 ワサビダイコン タチアオイ パンジ

緒 言
国外から移入したアメリカイヌホオズキ Solanum
americanum MILL ナス科 は これまでにうどんこ病の
発生は未記録のようである また ワサビダイコン
Armoracia rusticana GAERTN., MEY et SCHERB. アブラナ
科 タチアオイ Alcea rosea L.,アオイ科 ヒメコスモ
ス Brachycome iberidifolia BENTH., キク科 とハマナス
Rosa rugosa THUNB., バラ科 は以前より国外では本病の
発生が報告されているが わが国のうどんこ病菌の宿主リ
ストには見あたらない 近年 国内のこれらの植物で散発
的ではあるが同病の発生がみられるようになった また
これまでに Sphaerotheca属菌の分生子時代が発生すると
されているパンジ Violawittrockiana GAMS スミレ
科 では 明らかに形態的に識別される他のうどんこ病菌
の発生が認められた
本研究では これらの病原菌の形態的特徴と寄生性を観
察し 所属を決定した
実験材料及び方法
+ 宿主植物とその病原菌
 ワサビダイコン上の Erysiphe cruciferarum OPIZ ex
JUNELL
 タチアオイ上の Erysiphe orontii CAST.
 パンジ上の Oidium violae PASS.
 ヒメコスモス上の Oidium citrulli YENG et WANG
 ハマナス上の Oidium leucoconium DESM.
 アメリカイヌホオズキ上の Oidium sp.
, 病原菌の観察方法
観察には生鮮な材料を供試し り病葉の一部は押し葉標
本にした アナモルフの観察には病葉上の菌叢に +*+*
mmの透明セロテプを貼り 指で軽く圧迫した後に丁寧
に離し これをスライドグラス上に滴下した蒸留水中に
静置した セロテプ上にはさらに蒸留水を滴下したの
ち カバグラスをかけて検鏡した セロテプは吸水す
ると不透明になるので観察は迅速にした
病原菌のスケッチはアッべ氏描画装置を用い 分生子
分生子柄 同脚胞の大きさは測微計により常法で計測し
分生子については長短径の比 長さ幅 を算出した
- 接種実験
 ワサビダイコンうどんこ病菌の接種方法
 供試植物 : ワサビダイコン タカナ Brassica
juncea (L.) CZERNブロッコリ B .oleracea L. var. italica
PLENCK コカブ B. rapa L ハクサイ B. rapa var.
amplexcaulis TANAKA et ONO パクチョイ B. rapa var.
chinensis (L.) KITAM コマツナ B. rapa nothovar.
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 供試植物の育成 : ワサビダイコンは +*月中旬に葉
を切除して根茎を掘り取り +*号の駄温鉢の畑土に植え付
け 他の 0種のアブラナ科植物の各種子は同時期に -号の
同鉢の畑土に播種し 各鉢はガラス室で管理育成した
 接種方法 : 各供試植物の株が ./葉展開した ++月
+1日自然発生したワサビダイコン病葉より採取した分生
子を毛筆で供試葉上に散布した
接種株は隔日に観察し 肉眼で標徴の発現を調べた 菌
叢の形成が確認された接種葉についてはその伸展と胞子の
形成状況を追跡し 分生子時代の形態的特徴を観察して
元の宿主上のそれと比較した
 パンジうどんこ病菌の接種方法
 供試植物 : パンジ エイザンスミレ Viola
eizanensis (MAKINO) MAKINO ツノスミレ V.cornuta
L ノジスミレ V. yedoensis MAKINO チョウスミレ
V. papilionacea PURSH トマト Lycopersicon es-
culentum MILL.
 供試植物の育成 : /月上旬播種し 他はワサビダイ
コン菌の実験に準拠した
 接種方法 : ワサビダイコン菌による接種実験に準拠
して /月下旬と 0月上旬に実施した
実験結果及び考察
 ワサビダイコンに発生したうどんこ病と病原菌
+ ワサビダイコン上の Erysiphe cruciferarumのア
ナモルフ Fig. +, , ; Table +, ; Photo + ·A
葉の両面に発生し 当初円形の薄い菌叢を散生し 順次
拡大して数個が融合して しばしば葉の全面を白粉状に覆
い 葉は黄化褐変 枯死する ; 分生子は葉面のほふく菌糸
体より分岐直立し まっすぐかやや湾曲し 多くは , -細
胞よりなり .22*	2++mmその脚胞は円筒形で ,*
-0	2+* mmである ; 分生子は単生し 楕円形類円筒
形で 小中型の液胞を含み -+ --./ /,	+,
,*mm 長短径の比 lw は +.1 ,.+,.3 -.1 であ
る なお 各部の平均値は Table +に示した
発生地採集年月日 : 神奈川県厚木市 東京農業大学
キャンパス ,***年 1月 +2日 TUAMH/3-* ; 同所
,***年 ++月 +*日 TUAMH/30+ ; 同所 ,**+年 0月 +2
日
, ワサビダイコンうどんこ病菌の寄生性
供試植物中 タカナの接種葉で ++月 ,1日より ,日遅
れて ++月 ,3日にコカブでごく薄い くもの巣状の菌叢が
確認されさらにコマツナでは +,月 +日ハクサイでは同
月 0日に標徴が検出されその後菌叢は経時的に拡張し
胞子の形成にともなって濃くなった 観察はその後 約 +
カ月間続けたが感染葉上に子のう果の発達は認められず
またブロッコリとパクチョイでは菌叢がまったくみられな
かった
これまでにわが国では沢村 +3/1+がキャベツ Bras-
sica oleracea var. capitata L. 菌を 桜井中村 +301,
は Brassica, Cardamine, Raphanus, Sinapis .属の +.種
より得た菌を また奥ら +33--はワサビ Wasabia ja-
ponica (MIQ.) MATSUM.上の E. curuciferarumの分生子を
多数のアブラナ科植物とアカザ科 キク科 セリ科 ナス
科の各植物に接種した この結果 これらの菌は大多数の
供試アブラナ科植物に陽性の反応を示したが 他科はいず
れも免疫性であった Table ,
本実験で感染した .種の葉上の分生子と分生子柄は形態
的に相互によく類似し ワサビダイコン上のそれにもよく
一致した Table -
- 発生状況と病原菌の分類学的検討
発生はワサビダイコンの下葉に限られたが 激発した葉
では両面に菌叢を生じ 順次黄化枯死した 盛夏には菌叢
の伸展が止み 肉眼的な標徴は一時消失するが秋季に気温
Fig. + Anamorph of Erysiphe cruciferarum OPIZ
ex JUNELL on Armoracia rusticana (A : Co-
nidia and conidiophores ; B : Mature coni-
dia).
Fig. , Anamorph of E. cruciferarum developed
on Brassica juncea (takana) by inoculation
of horseradish strain (A : Conidia and co-
nidiophores ; B : Mature conidia).
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の低下とともに再現し 遅れて展開する幼葉も発病した
これらの病葉では降霜期に萎枯死するまでに子のう果の
発達は認められなかった
わが国ではこれまでに +,属 --種 変種を含む のアブ
ラナ科植物で ,属 0種のうどんこ病菌の発生が記録されて
いるがエゾハタザオ Arabis pendula L上の Erysiphe
arabidis ZHENG et CHENとタネツケバナ Cardamine ﬂex-
uosa WITH 上の Sphaerotheca cardaminis Y. NOMURA
以外では子のう果の確かな観察例はない これらの分生子
時代は Euoidiumと Pseudoidiumの ,型に類別され 後
者はワサビダイコン以外に すでにヤマガラシ Barbarea
orthoceras LEDEB アブラナ属 Brassica ++種 1変種
ナズナ Capsella bursapastoris (L.) MEDIC. タネツケバ
ナ エゾスズシロ Erysimum cheiranthoides L. var. japo-
nicum H. BOISS. ワサビ ムラサキハナナ Orycho-
phragmus violaceus (L.) SCHULZ. ダイコン Raphanus
sativus L. ハタガラシ Sinapis arvensis L. カキネガ
ラシ Sisymbrium o$cinale (L.) SCOP 等で観察され こ
れらの菌は E. polygoniないしは E. polygoni型とされてい
たが 白井三宅 +3+1. ; 沢村 +3/1+ ; 本間平田
+302/ ; 桜井中村 +301, ; 野村 +32+0 +3311 ; 新須
坂口 +32-2 ; 奥岸良 +33-3 ; 奥ら +33-- ; 丹田ら
+333+*今日同菌種名はタデ科植物に発生する狭義のう
どんこ病菌に限定され BRAUN +321++ AMANO +320+,
はこれらの多くの宿主に発生した Pseudoidium型菌を
E cruciferarumに改め奥岸良 +33-3奥ら +33--
Table + Dimension of conidia and foot-cells of conidiophore of Erysiphe cruciferarum
(Erysiphe polygoni auct. non DC. sens SAWAMURA, +3/1+ ; SAKURAI and NAKA-
MURA, +301, ; SHINSU and SAKAGUCHI, +32-2)
ワサビダイコン他 /種の有用植物に発生したうどんこ病とその病原菌 143
はワサビ菌を 丹田ら +333+*はマルバハボタン Bras-
sica oleracea var. acephala DC. 菌を同菌種のアナモルフ
と推定した
ワサビダイコンうどんこ病菌の分生子と分生子柄の形
態 および寄生性は上記の各種アブラナ科植物に発生した
E.cruciferarumのそれによく一致した Table + なお
国外で報告される同植物うどんこ病菌は E.cruciferarum
ないしは E. communis とされている AMANO, +320+, ;
BRAUN, +321++
国内の本植物におけるうどんこ病の発生は従前未記録に
つき ここにワサビダイコンうどんこ病 Powdery
mildew of horseradish の呼称を提案する
Table , Parasitism of powdery mildew fungi of pseudoidium type obtained from
di#erent cruciferaous host plants in Japan
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 タチアオイのうどんこ病と病原菌
+ タチアオイうどんこ病菌 Erysiphe orontiiのアナ
モルフ Fig. - ; Table . ; Photo + ·DF
葉の両面に発生するが上面で目立ち 当初 円形不整
形の薄い菌叢を多数散生し 経時的に拡張融合して周縁が
不明瞭で白粉状の菌叢をほぼ全面にひろげる ; 分生子柄は
葉上のほふく菌糸体より分岐直立し まっすぐかゆるく湾
曲し 通常 -細胞 まれに .細胞よりなり +**+.*++
+- 平均 : +,-..0.+++.3*.,0 mm 脚胞は長円筒形
で 1*3,+*+- 2*.-,.3++.0*.,3 mmである
分生子は連生し楕円形広楕円形で大小の液胞を含み
フイブロシン体を欠如し ,3-.-0+/,, -,..
*.-/+2.3*.-/ mm 長短径の比 lw は +.. +.0
,.* +.10*.*.+ である	
発生地採集年月日 : 神奈川県海老名市大谷 ,**+年 +
月 +,日 TUAMH0**1 ; 東京都世田谷区桜丘 ,**+年 1
月 +日 TUAMH0*-0	
, 発生状況と病原菌の分類学的検討
,***年 +月神奈川県海老名市の家庭花壇に植えた株の
越冬葉で発病が認められた	 本草種は古い時代に中国から
渡来し 鑑賞や薬用に栽培されているが わが国では発病
が未報告であった	 AMANO +320+,によればタチアオイ
またはタチアオイ属 Alcea 植物では国外で ,属 .種の
うどんこ病菌が記録され BRAUN +321++はこれらの菌を
E. orontiiと Leveillula taurica (LE≈V.) ARNAUDの ,種に統
合整理した	
日本産タチアオイ菌の分生子はフィブロシン体を欠いた
Euoidium型で E. orontiiのそれに近い	 著者はこれまで
にわが国のキキョウ ゴマノハグサ ナスの -科 /属 1種
+変種に発生したうどんこ病菌のアナモルフを観察し 各
宿主間に若干の形態差はあるものの全菌を E. orontiiに所
属すると推定した Table .	 タチアオイ菌のアナモルフ
はこれらのうちの 特にホタルブクロ属 Campanula ,
種とタチイヌノフグリ Veronica arvensis L. イガホオ
ズキ Physaliastrum japonicum (FR. et SAV.) HONDA上の
菌のそれによく一致した	
国内の本植物におけるうどんこ病の発生は従前未記録に
つき ここにタチアオイうどんこ病 Powdery mildew of
hollyhock の呼称を提案する	
 パンジ サンシキスミレに発生するうどんこ病
菌の追加
+ パンジうどんこ病菌 Oidium violae の特徴
Fig. . ; Photo + ·B, C
葉の両面 葉柄 茎に発生し 菌叢は当初円形 のち順
次拡大融合して全面を白粉状に覆う ; 分生子柄は葉面のほ
ふく菌糸体より分岐直立し 多くは基部近くでいちじるし
く湾曲するか しばしばまっすぐで ,. 平均 : -.*
*.,1 細胞よりなり 1-+-*+*+. +*,.31.*+,.1
*..+ mm 脚胞は円筒形で 長さ .1++- 0+.+3.1 mm
直径は分生子柄のそれと同じ ; 分生子は連生し 楕円形か
卵形で 大小の液胞を含み フィブロシン体を欠き ,/
 ,2-0+0,, -+.-*.//+2.0*.-+ mm 長短径
の比 lw は +.- +./,.* +.03*.*-/ である	
Table - Dimension of conidia and foot-cells of conidiophore of Erysiphe cruciferarum
on Armoracia rusticana and Brassica spp. which were inoculated by Armoracia
fungus
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発生地採集年月日 : 東京都世田谷区桜丘 ,***年 /月
,+日 TUAMH/3,/ ; 同所 ,**+年 /月 +*日 TUAMH
0*+2 ; 神奈川県厚木市東京農大キヤンパス ,**+年 /月
+1日 TUAMH0*,10*-,
, パンジうどんこ病菌の寄生性
接種 +週間目頃よりパンジとツノスミレの供試葉に薄
いくもの巣状の菌叢が現れ 経時的に拡張して順次白粉状
に濃くなり 当初 同植物でみられた葉上の標徴によく一
致した また再現した菌叢より得た分生子時代の特徴も最
初のそれに酷似した
エイザンスミレに発生した既報+/のうどんこ病菌は分
生子の特徴より O. violaeとみなされるが パンジ菌は
エイザンスミレに寄生性を欠き また E. orontiiの宿主と
されているトマトでも発病は認められなかった O. violae
ないしは E. orontiiには寄生能の異なる複数の生理系統が
あるとみられる
- 発生状況と病原菌の分類学的検討
わが国のパンジでは Sphaerotheca fuliginea sens
HOMMAの分生子時代が記録されている 本間 +313+-
+32++.
著者は ,***年春に 東京都世田谷区の民家と校庭に鉢
植えされた株で激発を認めた その分生子時代は既報の菌
と同じ Euoidium型であったが フイブロシン体を欠如
し 記録とは異なる菌と判定された 国外ではパンジを
含むスミレ属 Viola 植物で Sphaerotheca属菌以外に E.
orontii Anamorph : O. violae の発生も知られている
BRAUN +321++
東京で発病したパンジ株は盛夏の到来とともに衰弱枯
死し のち同所で育成された株で発病はみられなかったが
翌年の春季にその近くの株で発生がみられた 本研究で観
察したこれらの菌のアナモルフは形態的特徴より国外のス
ミレ属植物に発生する O. violaeのそれに該当することが
判明した
わが国ではパンジ以外に /種のスミレ属植物でうどん
こ病の発生が知られているがフイブロシン体を欠く
Euoidium型分生子はエイザンスミレとシハイスミレ
Viola violacea MAKINO で記録されるにすぎない 本間
Fig. - Anamorph of Erysiphe orontii CAST. on
Alcea rosea (A : Conidia and conidiophor-
es ; B : Mature conidia).
Fig. . Oidium violae PASS. on Violawittrocki-
ana (A : Conidia and conidiophores ; B :
Mature conidia).
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+32++. ; 丹田野村 +32-+/ エイザンスミレ菌は
Oidium sp.とされているが 分生子の特徴は今回のパン
ジ菌に酷似し O. violaeの可能性がうかがわれた
 ヒメコスモスのうどんこ病と病原菌
+ ヒメコスモスうどんこ病菌 Oidium citrulliの特
徴 Fig. / ; Photo , ·G
葉の両面と茎に発生し 白色灰白色 粉状で円形長
円形の菌叢を形成し 順次多数が融合して全面を覆う 分
生子柄はほふく菌糸体より分岐直立し まっすぐか ゆる
く湾曲し 多くは , -細胞 まれに単細胞よりなり .2
21	+,+- 平均 : 0-.3
0.*	+,.3
*.+. mm脚胞は円筒
形で長さが ,30/ ./.*
..- mmあり幅は脚胞のそれ
と同じ ; 分生子は連生し 楕円形か卵形で 大小の液胞と
フイブロシン体を含み ,- ,2.+	+/ +1,-
--.3
*.3*	+3.+
*..* mm 長短径の比 lw は +.,
,.- +.2*
*.*0- である
発生地採集年月日 : 東京都世田谷区 東京農大キャン
パス +333年 ++月 3日 TUAMH/2*0
, 発生状況と病原菌の分類学的検討
+333年晩秋に東京都世田谷区内の大学キャンパスに植
えられた株で本病の発生がみられた ヒメコスモスはオ
ストラリア西部に自生する一年草で わが国には明治末年
に導入され 花壇やロックガデン 鉢植えとして栽培さ
れているが 同病の発生は国内では未記録と推定されたの
で病原菌の分生子時代を観察し さらに子のう胞子時代の
解明を目的に初冬まで病株の観察を続けたが 子のう果は
検出されなかった
ヒメコスモスうどんこ病菌の分生子時代は国外の同植物
や国内のコスモス Cosmos bipinnatus CAV. 他多数のキ
ク科植物に きわめて普通に発生する Sphaerotheca fusca
(FR.) BLUMERのアナモルフ Oidium citrulliにほぼ一致し
た
国内での本植物におけるうどんこ病の発生は従前未記録
につき ここにヒメコスモスうどんこ病 (Powdery
mildew of swan river daisy)の呼称を提案する
Table . Dimension of conidia and foot-cells of conidiophore of Erysiphe orontii on
Alcea rosea and various plants of other families
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 ハマナスのうどんこ病と病原菌
+ ハマナスうどんこ病菌 Oidium leucoconiumの特
徴 Fig. 0 ; Photo , ·H
葉の両面に発生し 上面では円形で 大小の白色粉状
周縁が明瞭な目立つ菌叢を形成し 下面の菌叢は不明瞭で
ある ; 分生子柄は葉上のほふく菌糸体より分岐直立し
まっすぐかしばしばいちじるしく湾曲し ,- . 平
均 : ,.0*.-* 細胞よりなり //+--3+* 3/.0+*.+
3..*.,* mm脚胞は細円筒形で .-+*/2+* 1+.-
0./3.**.+1 mmである ; 分生子は連生し楕円形し
ばしば洋形か円筒形を呈し 大小の液胞と明瞭なフィブ
ロシン体を含み ,+,2 -2+,+1 ,0.-*.1,+..2
*.,2 mm 長短径の比 lw は +./,.* -., +.2+
*.*1+ である
発生地採集年月日 : 神奈川県厚木市東京農大キャンパ
ス ,***年 ++月 ,.日 TUAMH/313 ; 同所 ,**+年 0
月 +2日
, 発生状況と病原菌の分類学的検討
,***年秋に神奈川県厚木市の東京農業大学農場見本園
に植えられた株でうどんこ病の発生を認めた 日本植物病
名目録 ,*** にはハマナスに発生する同病が採録されて
いるが その原典 和田平田 : 新潟大農研報 : ,3 22
+311 には該当する記事が見あたらない 本研究では落葉
期まで観察を続けたが 子のう果は認められなかったので
分生子時代の特徴より病原菌は Sphaerotheca pannosa
(WALLR. : FR.) LE≈V.のアナモルフ O. leucoconiumと同定
した
わが国では これまでに +*種 +変種のバラ属植物
Rosa spp にきわめて一般的に発生する Euoidium型
うどんこ病菌を S. pannosaか そのアナモルフ O. leuco-
coniumとしているが テレオモルフの確かな記録はない
他のバラ属植物に発生する菌との形態的共通性よりハマ
ナスうどんこ病の一次感染源は近くの常緑性バラ類の菌に
由来するように思われたなおAMANO +320+,によれば
国外のハマナスにも同菌が発生するといわれる
国内の同植物におけるうどんこ病の発生は従前未記録に
つき ここにハマナスうどんこ病 Powdery mildew of
Japanese rose の呼称を提案する
Fig. / Oidium citrulli YEN et WANG on Brachy-
come iberidifolia (A : Conidia and conidio-
phores ; B : Mature conidia).
Fig. 0 Oidium leucoconium DESM. on Rosa rugosa
(A : Conidia and conidiophores ; B : Ma-
ture conidia).
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 アメリカイヌホオズキのうどんこ病と病原菌
+ アメリカイヌホオズキうどんこ病菌 Oidium sp.
の特徴 Fig. 1 ; Table / 
葉の両面に発生し 円形不整形 白粉状の菌叢を形成
する ; 分生子柄は葉上のほふく菌糸体より分岐直立し 多
くはまっすぐで , . 平均 : ,.,*.,+ 細胞よりなり
0*+*/3++ 2*.*/.,3.1*.,. mm 脚胞は円筒形
で 長さ -+0, .+.2-.1 mm 幅は分生子柄のそれと同
じ ; 分生子は単生し大小の液胞を含み楕円形か卵形で
,1-1 ..+1 +3,- --.0*.11,*..*.,0
mm長短径の比 lwは +.-+.3 ,.+ +.00*.*.+で
ある	
発生地採集年月日 : 東京都世田谷区東京農大キャンパ
ス +333年 +*月 +日 TUAMH/1,2	
, 発生状況と病原菌の分類学的検討
+333年秋東京都世田谷区内に自生した株で発病がみら
れた	 同植物は北米原産で わが国にも帰化しているが国
内外を通して うどんこ病の報告はみられない	 晩秋まで
観察を続けたが子のう果の発達は認められなかった	
わが国では 2種のナス属 Solanum 植物でうどんこ病
の発生が記録されているが 子のう果は未報告である	 こ
れらの菌の分生子時代は Oidiumと Oidiopsisの ,属に大
別され 前者には Euoidiumと Pseudoidiumの ,型が含
まれる	 Pseudoidium型に所属するアメリカイヌホオズ
キ菌と同型の菌は /種のナス属植物で記録されているが
本研究ではキンギンナスビ S. aculeatissimum JACQ
ワルナスビ S. carolinense L ナス S. melongena L
に発生した菌と今回供試した新宿主上の各菌の分生子時代
を比較した Table /	 これらの形態は相互によく類似
し 同一菌とみなされた	
同植物におけるうどんこ病の発生は従前未記録につき
ここにアメリカイヌホオズキうどんこ病 Podery mildew
of American black nightshade の呼称を提案する	
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Photo + Powdery mildews and causal fungi on six economic plants (A : Diseased leaf of
horseradish by anamorph of Erysiphe cruciferarum ; B : Diseased plant of garen
pansy by Oidium violae ; C : Mature conidia and conidiophore of O. violae ; D :
Diseased leaves of hollyhock by anamorph of Erysiphe orontii ; E : Conidia and
conidiophore of E. orontii ; F : Mature conidia of E. orontii ; G : Diseased plants of
swan river daisy by Oidium citrulli ; H : Diseased leaves of Japanese rose by
Oidium leucoconium)
丹田須賀150
ワサビダイコン他 /種の有用植物に発生したうどんこ病とその病原菌 151
Powdery Mildews Occurred on Horse Radish and
Five Economic Plants, and Their Causal Fungi
By
Seinosuke TANDA* and Rie SUGA*
(Received February ,2, ,**,/Accepted July ,0, ,**,)
Summary : Recently powdery mildews were found on a new host plant, American black nightshade
(Solanum americanum, family Solanaceae), and on horseradish (Armoracia rusticana, fam. Cruciferae),
hollyhock (Alcearosea, fam. Malvaceae), swan river daisy (Brachycome iberidifolia, fam. Compositae)
and Japanese rose (Rosarugosa, fam. Rosaceae), which remain still unknown as hosts of the diseases in
Japan. Moreover, a powdery mildew fungus which occurred on garden pansy (Violawittrockiana,
fam. Violaceae) was identiﬁed to be a species di#erent from Sphaerotheca fungus which has been
formerly described on garden pansy by another author in the country. In the present study, these
causal fungi were determined through the examination of the following morphological characteristics
and parasitism :
+. The anamorph of Erysiphe cruciferarum on A. rusticana
,. The anamorph of Erysiphe orontii on Alc. rosea
-. Oidium violae on V wittrockiana
.. O. citrulli on B. iberidifolia
/. O. leucoconium on R. rugosa
0. O. sp. on S. americanum.
Key Words : Powdery mildew fungi, new host, horseradish, hollyhock, garden pansy
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